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1. はじめに
グロ ー バル化が進み、 国境を越えて物も人も文化も移動する時代になった3 これまで比
較的人の移動が少なかった日本社会も例外ではなく、 海外への長期滞在者・永住者（在留
邦人）の数は増加の一 途をたどっている (2013年10月 1 日現在で約126万人）I o
仕事や土地を求め海外へ渡り定住した早期の例としては、 南米やハワイの移民がよく知
られている。 その歴史やコミュニティ形成、 言語生活の実態など、 様々な視点からの研究
が移民研究 2 として積み重ねられてきた。 言語分野からも移民言語研究のほか、 近年は残
留日本語の研究が精力的に行われている心しかし、 これまで「移民」という枠組みの中
で注目されることがなかった新しいタイプの移民（「新移民」と呼ぶこともある）が、 グロ
ー バル化の波の中で浮上してきている。 戦後、 特に高度成長期以降、 駐在、 留学／遊学、
結婚、 起業、 退職など、 様々な契機で海外に渡り永住するようになった人々である。 複数
の国に長期滞在したり日本と行き来したりするトランスナショナルな人々も、 これに含め
られよう。 筆者はこのような、 流動する社会の中で越境し、 海外に長期間在住あるいは永
住する日本語話者を、 従来の「日系移民」とは区別し「日系デイアスポラ」と名づけて研
究している（三宅2014a, 2014bなど）。 かつてない規模で人間が地球上を行き交う現代、 単
民族単文化の枠組みで考えられがちであった日本、 日本人、 日本語という概念は、 見直し
を迫られている。 グロ ー バル世界の中で捉えられるべき多様な日本人／日本語話者の姿を
追い、 日本語の現在と未来を考えていきたい。
本稿は、 新しい海外移住の日本語話者の例として、 1990年～2000年代に国際結婚して在
英している子育て世代の女性をとりあげる。 三宅 (2014a) で行った高齢世代の調査・分析
と比較しながら、 子育て世代自身の日本情報の取得と日本語のコミュニケ ー ションの実態、
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